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新宿の未来のために
新宿区ホームページ「区長の部屋」で
写真日誌も公開しています

！
コラム

★本紙は新聞折り込みでお届けしています。主な区立施設・駅・スーパー・新聞販売店などにも置いています。新聞を購読していない方には配達します。
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区立学校の小学４年生～中学３
年生が平和をテーマに描いたポ
スター作品1,３78点のうち、最優
秀賞・優秀賞・優良賞を区役所本
庁舎で、地域の子どもたちの作
品を特別出張所で展示します。
【日時・会場】右表のとおり。時間は、いずれの会場も午
前8時３０分～午後５時（土・日曜日、祝日を除く。火曜日
は午後7時まで、8月２３日㈮は正午まで）
【問合せ】教育支援課教育活動支援係（新宿コズミックセンター４階）☎（３２３２）1０５４・㋫（３２３２）1０7９へ。

▼
戦
後
74
回
目
と
な
る
終
戦
記
念
日
を
迎

え
、改
め
て
、平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。８
月
５
日
～
７
日
に
行
っ
た
広
島
で
の

「
親
と
子
の
平
和
派
遣
」で
は
、平
和
記
念
式

典
に
出
席
す
る
と
と
も
に
、被
爆
さ
れ
た
方

の
お
話
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。被
爆
体
験
を

直
接
お
聴
き
す
る
こ
と
で
、い
か
に
戦
争
が

む
ご
い
も
の
か
、平
和
が
大
切
か
、参
加
し

た
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
伝
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
戦
争
は
人
が
持
つ
権
利
や
尊
厳
を

奪
い
ま
す
。先
日
、戦
地
へ
向
か
う
若
き
兵

士
が
母
親
に
宛
て
た
最
期
の
手
紙
を
目
に
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。家
族
や
仲
間
を
想
い
な
が
ら
命
を
落
と
し
た
多

く
の
人
々
の
犠
牲
が
あ
っ
て
、今
日
の
平
和
や
私
た
ち
の
命

が
紡
が
れ
て
い
ま
す
。戦
争
の
な
い
時
代
は
決
し
て
当
た
り

前
で
は
な
く
、私
た
ち
一
人
一
人
が
平
和
へ
の
思
い
を
強
く

持
ち
皆
で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。区
は
今
後
も
恒
久

平
和
を
築
き
、次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。8
月
15
日
の
正
午
、区
施
設
で
は
防
災

無
線
を
通
じ
て
黙
と
う
を
呼
び
か
け
ま
す
。お
時
間
の
あ
る

方
は
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。▼
区
で
は
、夏
目
漱
石
の
月
命
日

で
あ
る
９
日
に
門
下
生
が
山
房
に
集
ま
り
漱
石
を
偲
ん
だ

「
九
日
会
」に
ち
な
み
、さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
漱
石
に
関

す
る
講
演
を
行
う「
漱
石
山
房
記
念
館
九
日
会
」を
年
４
回

開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
２
回
目
の
８
月
９
日
に
は
、漱

石
の
お
孫
さ
ん
で
、マ
ン
ガ
・
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
夏
目
房
之
介

さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。漱
石
に
つ
い
て
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
き
、漱
石
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。第
3
回
は
11
月
に
、第
４
回
は
来
年
1
月
に
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
漱
石
に
関
す
る
新
た
な
発
見
の
機
会
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。▼
区
は
、災
害
時
等
に
各
ご

家
庭
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、出
張
所
ご
と
に
避
難
所

や
給
水
所
等
を
記
載
し
た「
地
域
別
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し

ま
し
た
。こ
の
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
、避
難
所
ま
で
の
経
路
を
実

際
に
歩
い
て
、が
け
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
位
置
、消
火
器
・
貯

水
槽
等
の
場
所
を
マ
ッ
プ
上
に
書
き
込
む
こ
と
で
、安
全
な

避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。マ
ッ
プ
は
8
月
下
旬
か
ら
順

次
、全
て
の
世
帯
に
お
配
り
す
る
予
定
で
す
！
▼
10
月
か
ら

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
、認
可
保
育
園
や
子
ど
も

園
、幼
稚
園
の
ほ
か
、「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」を
受
け
た
場

合
は
認
証
保
育
所
な
ど
の
利
用
料
も
上
限
額
の
範
囲
内
で
対

象
に
な
り
ま
す
。現
在
、区
で
認
定
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、申
請
方
法
や
ご
自
身
が
対
象
に
な
る
か
等
、不
明
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、区
役
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし    2面

イベント    4・5・8面

施設    5面

こども・教育    4・5面

審議会    6面

人材募集    7面

保健・衛生    6面

住宅・まちづくり    8面

▶防災資料を区内の全世帯へ
お届けします

▶しんじゅく防災フェスタ・多
文化防災フェスタしんじゅく

今日8月1５日、日本は終戦から7４年
を経過しました。空襲により、新宿区
も約8割の地域が焼き尽くされ、がれ
きのまちと化しました。
これらの悲惨な出来事を風化させ
ず、平和な世界を築き上げるためにも、
私たち一人一人が常に平和の尊さを認
識し、その大切さをともに考えなけれ
ばなりません。二度と引き起こしては
ならない戦争の悲惨さと、戦争がいかに多くの悲しみをもたら
すものかを未来へと語り継いでいきましょう。2面では戦争の
体験談を紹介しています。
【問合せ】総務課総務係（本庁舎３階）☎（５２7３）３５０５・
㋫（３２０９）９９４7へ。

区は、国連が定めた国際平和年にあたる昭和６1年、「新宿区平
和都市宣言」を行いました。

会　場 日　程

区役所本庁舎１階ロビー 8月23日㈮
まで

特
別
出
張
所

▶四谷（内藤町87）、▶箪笥
町（箪笥町１5）、▶若松町（若
松町１2－6）、▶落合第一
（下落合4－6－7）、▶落合
第二（中落合4－１7－１3）

9月9日㈪
～１9日㈭

▶榎町（早稲田町85）、
▶大久保（大久保2－１2
－7）、▶戸塚（高田馬場2
－１8－１）、▶柏木（北新
宿2－3－7）、▶角筈（西
新宿4－33－7）

9月24日㈫
～１0月3日㈭

被爆地への平和派遣（2面で紹介）に
参加した親子で組織する「新宿区平和
派遣の会」と区の協働で、平和マップウ
オーキング（写真）、すいとんの会、平和
講演会・映画会等、さまざまな催しを行
っています。詳しくは、広報新宿・新宿区
ホームページ等でご案内します。

▲区役所本庁舎前の「平和
の灯」は平和を願う区民の
意思を表しています

　世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

　私たちは、世界で唯一の核被爆国民として、自らも戦火を

受けた都市の住民として、戦争の惨禍を人々に訴えるととも

に、永遠の平和を築き、この緑の地球を、次の世代に引き継ぐ

責務がある。

　国際平和年にあたり、私たちは、人類の生存に深刻な脅威

をもたらす、すべての国の核兵器の廃絶を全世界に訴え、世

界の恒久平和の実現を心から希求し、ここに新宿区が、平和

都市であることを宣言する。

　昭和61年3月15日

平和を考える催しに参加しませんか

語り継ごう 次世代へ

平和の大切さを

新宿区平和都市宣言

全ての国の核兵器廃絶
世界の恒久平和の実現を願って

区内の平和に関するスポットを巡ります
戦災者を供養するための観音像（左）、将校会議室跡（右）

▲草野仁さんの
ナビゲーション
でお届けします

　区では、戦争体験継承DVD「未来に語り継ぐ平
和へのメッセージ」を作成し、新宿区ホームページ
で配信しています。また、DVDは区政情報セン
ター（本庁舎1階）、区立図書館（所蔵は中央・四谷・
下落合図書館のみ）で貸し出しています。
　DVDで戦争体験を語っていただいた小林八郎
さんの戦争体験を2面で紹介しています。

戦争を後世に伝えるためにDVDの活用を

平和のポスター展

福祉    3面

▶東京都難病医療費助成等の
対象疾病が追加されました

▶　受給者証をお送りします障

新宿区


	語り継ごう　次世代へ　平和の大切さを
	コラム　新宿の未来のために！

